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○面　積　：　１８.６０ｋｍ²
　　　　　　　　東西に８.６３km　南北に４.７３km 

○人　口　：　２０６,１７１人

　 （男　１０４,２２０人、女　１０１,９５１人)

○世帯数 ：　８４,４５９世帯

○外国人登録者数：　２,５０６人　

　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上　平成１７年７月１日現在）

○平均年齢：　３８.５歳　　　　（平成１６年１０月１日現在）

○年齢３区分人口構成比

２８．０％１２．９％６５歳～

６０．７％７１．４％１５歳～６４歳

１１．２％１５．６％０歳～１４歳

平成４２年平成１７年

（川崎市将来人口推計より）



2

宮前区のキャッチフレーズは・・・

・コミュニティ豊かな区民の和を象徴する「人」

・豊かな自然を象徴する「緑」

・自然と区民の生活が調和する豊かな地域を象徴する「まち」　

宮前区の将来像は・・・

宮前区をガーデン区とするための基本計画

実

豊かなコミュニティの形成

福祉のまちづくり

大地・根

災害に強いまちづくり

市民参加のシステムづくり

枝・葉

水と緑のネットワークづくり

交通の利便性の良いまちづくり

幹

適正な土地利用の明確化

平瀬川を核としたうるおい
あるガーデン区プラン

田園都市線ガーデン区プラン

緑と歴史のガーデン区プラン

宮前区のまちづくり 身近なところから出発する

市民のつながりを大事にする

市民が自発的に参加する
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川崎市都市計画マスタープラン

①全体構想

川崎市全体の都市計画の基本方針

②区別構想

区毎の都市計画の基本方針

③まちづくり推進地域別構想

地域毎の都市計画の基本方針

実行計画

実行計画

川 崎 市 基 本 構 想

川崎市新総合計画（川崎再生フロンティアプラン）

川崎市都市計画マスタープラン素案の５つの分野

都市構造 土地利用 交通体系 都市環境 都市防災

都市
環境

交通
体系

土地
利用

都市構造

都市防災

都市計画マスタープラン宮前区構想区民提案

ガーデン区構想＝宮前区の将来像

① 「緑と水」をかたちづくる要素
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② 「人・ものの交通」をかたちづくる要素

③ 「歴史・文化・コミュニティ」をかたちづくる要素
理念　①　コミュニティの大きさを考えたまちづくり

　　　　②　土地利用のルールのあるまちづくり

　　　　③　生活の利便性を向上させる土地利用

　　　　④　生活にやすらぎをもたらす土地利用

　　　　⑤　災害に強い土地利用

　　　　⑥　人にやさしいまち、隣接市区との連携など

方針①　土地利用と生活圏の融合・まちのシンボルゾーンづくり

　　　　②　市民の合意形成に基づく住環境を重視したまちづくりの推進

　　　　③　きめの細かいゾーニングによる土地利用誘導

　　　　④　地域特性に合わせた景観の形成・適正な土地利用の誘導・

　　　　　　 緑の回廊の形成

　　　　⑤　適切な開発規制・誘導

　　　　⑥　ユニバーサルデザインのまちづくり・隣接市区との連携
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理念　①　道路の段階構成に対応した交通体系づくり

　　　　②　公共交通優先の交通体系づくり

方針　①　道路の段階構成の明確な道路交通網の形成

　　　　②　利便性の高い公共交通体系の確立

　　　　③　防災拠点のネットワーク

　　　　④　市民の交通に関する意識向上の啓発

理念　人・まち・自然の豊かなハーモニー 方針 ①　水と緑の資源を活かしたまちづくり

　　　 ②　安心して住めるまちづくり

　　　 ③　宮前区らしさが表れたまちづくり

方　針

理念
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区づくりプラン
策定委員会

区づくりプラン推進委員会 市
民
組
織
と
し
て
独
立

これまで 移行のための組織 将来（ゴール）

１　市民参加のシステムづくり

２　豊かなコミュニティの形成

３　福祉のまちづくり

４　災害に強いまちづくり

５　適正な土地利用の明確化

６　水と緑のネットワークづくり

７　交通の利便性の良いまちづくり

平
成
６
年
８
月

平
成
９
年
３
月

平
成
９
年
７
月

平
成
11
年
９
月

平
成
17
年
６
月

平
成
14
年
６
月

プ
ラ
ン
の
作
成

第
４
期
推
進
委
員
会

第
３
期
推
進
委
員
会

第
２
期
推
進
委
員
会

第
１
期
推
進
委
員
会

　　　平成１７年５月・検証委員会・提言
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推進委員会推進委員会 理事会理事会

事務局事務局

検証委員会検証委員会

行政資金

（総会）

協議会設立準備

区民活動支援コーナー区民活動支援コーナー

（全体企画運営）

情報センター運営委員会情報センター運営委員会

ﾈｯﾄﾜｰｸ検討運営委員会ﾈｯﾄﾜｰｸ検討運営委員会

支援活動運営委員会支援活動運営委員会

連携活動運営委員会連携活動運営委員会

広報部会広報部会

イベント部会イベント部会

専門部会専門部会

地区部会地区部会

（活動団体）

（パートナーシップ事業）

市・区行政資金

１　「まちづくり協議会」への名称変更と「まちづくり支援センター」の早期機能化

２　町会などの委員推薦枠の増員によるまちづくりへの連携・協働の強化

３　「区づくりプラン」に対する認識度を高め、まちづくり協議会のシンボルイベントの企画

運営と年度ごとの重点事業の計画

４　区民会議との関連性の明確化と整合

５　「まちづくり協議会設立準備会」の新設と「まちづくり協議会」への早期移行

６　「まちづくり支援センター」の事業活動としての各作業部門の設置

７　現組織の各運営委員会の「まちづくり支援センター」作業部会での継続活動

８　「まちづくり支援センター」企画部門による支援センターの全体運営と「情報センター」

実現のための準備担当の新設

（仮称）まちづくり
　　　　　　支援センター

理事会理事会

事務局
（地域振興課）
事務局
（地域振興課）

協議会設立準備会協議会設立準備会

（仮称）宮前区
まちづくり協議会（総会）
（仮称）宮前区

まちづくり協議会（総会）
企画部門
•部門運営担当
•情報センター準備担当

企画部門
•部門運営担当
•情報センター準備担当

広報部門広報部門

資金支援部門資金支援部門

連携活動部門連携活動部門

支援コーナー部門支援コーナー部門

＜部会＞
• A地区部会
•田園都市線沿線地域の将来を
考える会

•平瀬川流域まちづくり協議会
•福祉専門部会
•交通専門部会
•バリアフリー促進委員会
• (みどり専門部会)
• (防災部会)

＜部会＞
• A地区部会
•田園都市線沿線地域の将来を
考える会

•平瀬川流域まちづくり協議会
•福祉専門部会
•交通専門部会
•バリアフリー促進委員会
• (みどり専門部会)
• (防災部会)

個別ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ（鷺沼ﾌﾟｰﾙ等）個別ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ（鷺沼ﾌﾟｰﾙ等）

資金支援を受けたグループ資金支援を受けたグループ

支援コーナー登録団体支援コーナー登録団体

町内会・自治会・その他各種団体町内会・自治会・その他各種団体

その他活動グループその他活動グループ

運営機能 活動団体・グループ

各種市民団体・グループ（例）

・市民活動の活性化に向けた情報環境の
整備

・市民活動団体を支援する中間支援組織
の確立

・区民の参加と協働のしくみづくりと地域に
おける合意形成のあり方

・市民活動団体のネットワーク化の構築


